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豊かな心の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 指導重点 ＞  

豊かな心の育成を目指し、校種を越えた連携や学校の教育活動全体を通じた取組を

推進し、いじめを許さない集団づくりと安心できる環境づくり及び不登校児童生徒一人一人

に対応した切れ目のない組織的な支援に努める。 

積極的な生徒指導の取組 ⇛ 学校・学級の中で、一人一人の存在や思いが大切にされる 

環境の設定を図る。⇐ 人権尊重の理念に基づく教育活動 



10 

 

豊かな心の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SOSの出し方に関する教育

日本社会の急激な変化の中、子供を取り巻く環境は大きく変化し、様々な問題や
課題が浮き彫りとなっています。それらの問題や課題の要因は複雑かつ多様なも
のとなっており、何か一つに原因を帰属し、それを解決するという単純なアプローチ
では、問題の全体像を捉えることも、十分な対応をすることも難しくなっています。

（＊）ヤングケアラー
本来大人が担うような家族の介護

（障害・病気・精神疾患のある保護者
や祖父母への介護等）や世話（年下
のきょうだいの世話等）をすることで、
自らの育ちや教育に影響を及ぼして
いる１８才未満の子供のこと
児童生徒課事務連絡別添

（令和元年７月５日付け文部科学省）

このような背景を踏まえ、「援助希求的態度の育成」が推進されています。しかし、
「助けて」が言えない、SOSが出せない子供もいます。

勉強が分からないんだけど、恥ずかし
くて誰にも相談できない。相談したくて
も聞いてもらえないだろうな。

友達とけんかしちゃった。メールで謝っ
たのに返事がこない……。誰かに相談す
れば関係が悪化しそうだし……。

誰かに相談してもいじめ
はなくならないし、言ったら
普通に接してもらえなくな
るかもしれないな。

性被害
犯罪被害

いじめ

自殺

暴力行為

児童虐待

ヤング
ケアラー（＊）

子供の貧困

SNS 不登校

子供を取り巻く
問題や課題

いじめ対策

不登校対策

【学校いじめ防止基本方針の不断の見直し】
・児童生徒・保護者への説明・WEB公表
・児童生徒・保護者等と共に行う不断の見直し
【情報モラル教育の推進】
・アンケート調査等の実施によるインターネットの使用状況の把握と指導
・家庭と連携した取組（家庭での約束やフィルタリング）
【いじめを許さない集団づくりに関する校内研修の実施】
・いじめ対策に係る事例集を活用した研修
・各種研修会の還流報告

【不登校の未然防止】
・児童生徒の実態に応じて楽しく学び合える魅力ある学校づくり
・友人関係や家庭環境が変化した児童生徒、前年度欠席が目立った児童
生徒に対する個別対応

【不登校児童生徒への組織的な対応】
・個別の支援計画の作成によるきめ細やかな対応
・ＳＣによるカウンセリングやＳＳＷによる家庭環境の改善
・総合教育センター、こすもす教室、市町村教育支援センター等との連携
【不登校児童生徒が生じない環境づくりに関する校内研修の実施】
・ＳＣによるカウンセリング手法等の研修

いじめ・不登校対策は、早期対応がカギ

＜ 指導重点 ＞  

豊かな心の育成を目指し、校種を越えた連携や学校の教育活動全体を通じた取組を推

進し、いじめを許さない集団づくりと安心できる環境づくり及び不登校児童生徒一人一人

に対応した切れ目のない組織的な支援に努める。 

見取りの視点 いじめ防止や不登校に関する研修の実施状況、情報モラル教育の年間

計画への位置付け、インターネットの使用状況に関する調査の実施等 
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体力の向上に向けて

「体育の授業が楽しいと思う」児童
「運動は健康にとって大切だと思う」生徒

体力合計点が高い

○「Ｈ28 小学校５年生」と「Ｒ１ 中学校２年生」のシャトルラン平均値の比較
（同じ児童生徒集団の３年後の変化）

運動の楽しさを
実感する

体育・保健体育
の実践

運動の価値につ
いて理解できる

体育理論・保健
教育

・運動やスポーツへの肯定的な理解を促す機会を大切にする
・既存の運動機会を、体力の向上につながるように工夫する

健康・体力向上
を目指した

「一校一実践運動」
の工夫

運動習慣を
はじめとした

望ましい生活習慣
の定着

・小学校高学年から中学校１年生にかけて、体力の改善が図られたことがわかる
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＜ 指導重点 ＞ 

 学校の教育活動全体を通じて、自ら運動を実践する態度を育成し、体力向上を図り、食育

並びに心身の健康の保持増進及び安全に関する指導を相互に関連させながら、望ましい

生活習慣の形成に努める。  

健やかな体の育成 

児童生徒の体力・運動習慣の現状

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ R1全国平均値 全国平均値との差

小学校男子 59.1％ 56.9％ 55.6％ 51.5% +4.1

女子 33.3％ 34.0％ 31.6％ 30.1% +1.5

中学校男子 88.0％ 88.2％ 86.2％ 83.5% +2.7

女子 69.8％ 65.3％ 67.4％ 61.7% +5.7

○体力合計点の推移

○１週間で４２０分以上運動している児童生徒の割合

全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書より
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学校における安全の取組 

＜ 指導重点 ＞ 

 学校の教育活動全体を通じて、自ら運動を実践する態度を育成し、体力向上を図り、食育

並びに心身の健康の保持増進及び安全に関する指導を相互に関連させながら、望ましい

生活習慣の形成に努める。  

健やかな体の育成 
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＜ 指導重点 ＞  

地域の特色を生かした学習活動を通して、郷土への理解を深めることができるようにするとともに、

児童生徒一人一人がグローバルな視点を持ち、社会的・職業的自立に向け、将来に必要な基盤とな

る能力や態度の育成に努める。 

地域や世界で活躍できる人材の育成 

見取りの視点 英語教育実施状況調査、年間指導計画の作成状況等   
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特別支援教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 指導重点 ＞ 

特別支援教育に関する専門性の向上を図り、多様な学びの場（通常の学級・通級による指

導・特別支援学級・特別支援学校） における教育の充実に努める。 
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●授業づくりの７つの視点 

①授業の始めに児童生徒に授業のめあて（目標）を示している 

②話し合い、討論、発表などの言語活動を効果的に取り入れている 

③児童生徒は、他の人の話や発表に耳を傾けている 

④児童生徒は、ノートをとっている 

⑤活用・探究など、学んだことを別の場面で使うようにしている 

⑥授業や単元の終わりに、児童生徒がめあて（目標）を達成して 

いるかを評価している 

⑦家庭学習（宿題や課題）と授業が、有機的に結びついている 

やまなしスタンダード 

●家庭学習のすすめ 

①学びの大切さを知る 

②学びの計画を立てる 

③学んだことを伝える 

④学びの土台をつくる 

⑤疑問をもつ 

⑥学びをいかす 

⑦体力をつける 

⑧望ましい生活習慣を身につける 

学びの甲斐善八か条 

令和３年度 

山梨県学校教育指導重点 

山梨県教育庁義務教育課 


